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Howdid the “Active Child" come into Educational Theory? 

Jurgen OELKERS 

百leterm “active child" has been coined during the era of progressive education at the beginning 

of the 20th century. John Dewey spoke of the “Copemican revolution" in education白attook place when 

education tumed to the child. However the object of血isterm is much older. The child as an active 

leamer is shown in Dutch paintings of the 17出 century，and the didactic concept of active leaming goes 

back to the English Enlightenment. One outstanding example is the book on practical learning that was 

published by Richard and Maria Edgeworth in 1798. Already here can be found the concept of 

“leaming-by-doing" that is usually attributed to American pragmatism a hundred years later. Even 

religious hymns referred to children that should leam in active way. American sources， on the other 

hand， show that the vision of active children became part of the popular culture before Pragmatism 

started. One of these sources were joumals for children and youngsters that were widely read in the 19由

century. The cover pictures of these joumals developed continually the image of the active child that 

discovers the world outside school. The same is true for novels and narrations. So as matters stand the 

“active child" was not invented by progressive education. On the contrary， progressive education would 

not have been possible without the cultural image of discovery and active leaming.百lisimage did not 

exist a hundred years earlier. The image is the background of almost every theory of modem education. 
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「いきいきした子ども」は、進歩主義教育の特徴を

示す言葉でありスローガンである。進歩主義教育は子

ども中心の教育とも呼ばれる。ジョン・デューイは、

進歩主義を表現する有名なメタファーを造り出した。

1899年、シカゴ、大学附属小学校の保護者と生徒に向

けて、デューイは教育における「コベルニクス的革命J

について述べた。それは子どもへのシフトである。こ

のメタファーは、新教育は子どもの学習に焦点を合わ

せることを意味していた。旧教育の焦点は、教師、教

科書など子ども以外のものだったのである。デューイ

(1907)は次のように書いている。

この考え[旧教育]では、子どもの生活について語
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られることは多くはない。子どもの勉強について多

くのことが語られることはあっても、学校は子ども

が生活する場所ではないのである。今私たちの教育

に起こりつつある変化は、重心のシフトである。こ

れは宇宙の中心を地球から太陽にシフトさせたコペ

ルニクスによって導かれたのと同じ変化であり、革

命である。そこでは子どもが太陽である。そして教

育の営みがその周りを回転する。子どもは教育組織

の中心である。 (p.5l)

Experience and Education (1938)において、デューイ

(2002)は、子どもだけを中心にして子ども中心の教育

という形で 1920年代に進歩主義教育を形成したラデ



イカル・エデュケーショナノレ・アプローチから距離を

取った。デューイは、学校や教授が経験としてのみ関

心を持たれることを容認しなかった。実際、こうした

考えはドイツ語圏の教育学においても主張された。

(Hofer&Oelkers， 1998) 

1899年のいきいきした子どもについてのデューイ

の見解、とりわけ教育におけるコベルニクス的革命と

いうメタファーは、国際的な文献においてセンセーシ

ョンを引き起こした。このメタファーはすぐに有名に

なり、「新教育」を示すものとして多く引用された。「子

ども中心Jは次のような教育のプログラムであった。

• 18世紀のように、「子どもの本性Jといったことを

簡単に言わない0

・19世紀のように、すべての子どもが学校の恩恵を受

けることを求めない。

-そうではなくて、一人ひとりの子どもを、それぞれ

のそしてすべての人を、正当に扱うことを求めるも

のである。

「子どもの本性jは、心理学的に見られた。それゆえ、

伝統的な学校は子どもの要求または興味の点から批判

されたのである。ここから、明らかに新教育を形作り

今日までインパクトを与え続けている、影響力のある

対立図式が生じた。すなわち、

-子ども対カリキュラム

・個人対制度

-個人的興味対教育的秩序

-自由な経験対画一化された教授、などである。

こうした二元論は、国際的な進歩主義教育において、

様々な運動や賛同者たちによって展開され、示された。

これらに関連して、有力で影響力のある大衆向けの出

版物が、教育についての世論の形成に影響を与え続け

た。左翼の知識人、哲学者、芸術家たちの論考は、基

本的に新教育の立場に立つオールタナティヴ・スクー

ルを是認していた。オールタナティヴ・スクールは未

来の教育をデザインする唯一の道として描かれた。こ

れに関連して伝統的な学校に対する強い批判が起こり、

すでに早くから伝続的な学校は、反一子ども(釦d・children)

で、役に立たないものとして描かれた。

しかしながら、 1899年の「いきいきした子どもJ

という見解は、新しいものではなかった。この意味に

おいて「新教育Jはそれ自体が主張するほど新しいも

のではなかったのである。 18世紀後半のイギリス啓

蒙主義の文献から一つの例をあげよう。 1798年にリ
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チヤード・ラヴェル・エッジワース1と彼の一番上の

姉マリア・エッジワース2は、書物によってではなく、

子どもの活動ゃいきいきした経験によって導かれた「実

践的教育Jを描いた。エッジワースと彼の姉は、イギ

リス・パーミンガムの月の会 (LunarSociety)3のメン

ノ〈ーだった。この会は、エンジニア、自然哲学者、作

家ならびに発明家たちのグループであり (Burr，2∞0)、
実験や科学的発見の応用について語り合うために会合

を開いた。この会は、 1775年から、月の会と呼ばれ

るようになった九その理由は、メンバーが毎月、家

に帰るのに最も明るい、満月に近いときに集まったか

らである。

月の会は、イギリス中部地方の啓蒙主義の中心に位

置した社交クラブの一つだった。これは、進化論を展

開したチャールズ・ダーウィンの祖父であるエラスム

ス・ダーウィン 5によって設立された。産業革命にお

いてもっとも重要とされる発展をさかのぼれば、その

ほとんどは月の会のメンバーに辿り着く。いくつか名

前を挙げると、蒸気機関を発明したジェイムズ・ワッ

ト久酸素を発見した聖職者であり化学者でもあるジ

ョゼフ・プリーストリー 7、地質学者のパイオニアで

あるジョン・ホワイトハースト久建築家サムエル・

ワイアットヘそして作家であり社会改良家でもある

トマス・デイ 10が挙げられる。フランシス・ベイコン

や英国学士院 (RoyalSociety)に起源をもっ「実験に

もとづく学習 (experimentalleaming) Jの原則は、実

践的な形をとっていた。「実践 (practice)Jは、新し

い科学技術の発展にだけでなく、また日々の経験にも

関連していた。

改革の一つの領域が教育だ、った。リチヤード及びマ

リア・エッジワースは、試みとして、教育を、実践的

な経験のプロセス、あるいは、「器用さと活動性の試み」

と理解した。彼らの共著PracticalEducation (Edgeworth 

& Edgewo巾， 1798)は1798年に公刊された。この本

では、観察法、実験、創意に富む精神が学習を導くと

提唱された。学習は一種の探究のプロセスと見なされ

ている。これはおそらく後に「発見浮習(也∞1VeI)'同由19)J

と呼ばれるものが、簡潔な教育用語として表記された

最初だろう。同じことが、子どもの経験世界における

遊びに満ちた学習の重要性にも当てはまる。エッジワ

ースらは、子どもの本や教育玩具の「理性のあるおも

ちゃ屋Jを遊びに満ちた学習に結び付けている。その

本で提唱された原理は、子どもの学習を促進するもの

なら何でもよいとするプラグマティックのそれだった。

エッジワースの大家族の多くのメンバーがこの本に寄

稿した。その中には何人かの年長の子どもが含まれて

いた。したがって、ここでは「子ども中心」という言



葉はまったく文字通りに受けとられるのである (The 教育に「格言jは存在しない。すなわち、私たちが自

恥 rksof Maria Edgeworth， 2003参照)。エッジワースの 分たちの行動の根拠としうる指導原則や方法はない。

書物は、 18世紀の終わりにおいて大きな影響を及ぼ 子どもたちは大人たちの考えを見透かして、大人たち

すものだ、った。 が説教することによってではなく、大人たちの行動に

「いきいきした子どもJは、進歩主義教育を基礎付 よって大人たちの道徳性を判断する。パーボールド (1825)

けるが、しかし、それはまたキリスト教教育の歴史に は、「できるだけ狭殺でいなさい。彼ら[大人たち]は

もルーツを持っている。このことはほとんど考慮され 常にあなたたちよりも孜滑ですJ(p.312) と述べてい

てこなかった。イギリスの詩人アンナ・ラテイシャ・ る。

ノ〈ーボールド 11は、 Hymsin Prose for Children12を1781 教育は一つの試みなのであって、特定の結果ではな

年に公刊した。この本は子ども中心の教育についての い、とパーボールド(1825)は続けている。そして、

教育的見解に影響を与えた。この賛美歌の中で子ども この試みはしばしば、多大な犠牲を払つてのみ達成さ

たちは神を讃えるのに幼すぎることはないと学ぶ。そ れる一種の「過剰な文化Jである。

して子どもたちは、彼らの想像の世界が創造の場を持

っていることを学ぶ。子どもたちは世界を発見し、世 あなたはこの過剰な文化が、ほとんど何の効果もも

界とともに、神を発見する。カテキズムを暗記する必 たらさないのに気づかないのだろうか。また、どれだ

要はない。子どもたちは彼らの信念について関われる け多くの賞賛されるべき優れた人物が、日々、薄暗

ことはない。子どもたちは自分自身でそれを問うこと い奥まった所から、ほとんど何も配慮されることなく、

ができるのだ。パーボールドの本の6番目の賛美歌は、 立ち上がっているのに気づかないのだろうか。 (p.318)

「理性の子どもJに語りかけている。 cr理性の子ども
・・なんじの目は何を見たか、なんじの足はどこをさま パーボールド(1825)はまた、このような教育観に

よったかJ)r理性の子どもJは彼が経験する世界につ 対してよく聞かれる反対意見を取り上げ、きっぱりと

いての判断を下すために理性を使う。「理性の子どもJ 拒絶している。

は神の世界を見つめるために自分の目を開かなければ

ならない。世界の中に歩み出て、世界を見つめ観察す それならば、子どもたちは放任されるべきなのだろ

る時、彼は神の偉大さを悟るだろう (Barbauld，1781， うか。明らかにそうではない。子どもたちの生活状況

pp.36ff) が必要とする教授と技能を与えて、不必要な配慮を

アメリカの進歩主義教育は、その出発点をこうした 拒否しよう。子どもたちは、有益な行動へと駆り立て

いきいきした子どもにおいていた。それが、アンナ・ る良い手本や環境の無意識な影響によって、自分の

パーボールドの著作のようなテキストに明確に言及し 人格を自ら形成することを信頼しよう。 (pp.318-319)

ていないとしても。しかし、子ども中心への方向付け

は心理学の範囲内だけのことではなく、神学上の前提 こういう種類の理論は必ずしも成功するとは限らな

条件でもあった。子ども中心の教育はそれ自体から生 し、。今日、「いきいきした子どもJという見解の歴史

じ、発展したのではなかった。アンナ・パーボールド の中で、アンナ・パーボールドに対する言及を見るこ

は、これまた驚くことに、 1797年のOnEducationの とはないだろう。しかし、こうした考えが、或る時点

中で、彼女自身の教育理論を示した。彼女は「教育J で教育論に取り込まれ、そのまま留まったことは明ら

を経験と同一視したのである。一一これはかなり後に かである。言及(引用)はしばしば、或る概念につい

ジョン・デューイによって描かれた考え方である一一。 てのインパクトや広がりの尺度となる。その一つの言

しかし、パーボールドは 1797年のはじめ、次のよう 及は、児童文学への教育理論の応用である。

な言葉を書いているのだ。 (Barbauld，1825) トマス・デイは、ルソーの忠実な信奉者であるが、

The History of Sandford and Mertonという題の3巻の子

この教育は全ての瞬間に行われる。それは時と閉じ ども本を 1783・1789年に公刊した。この本におけるデ

ように進む。あなたはそれを止めることも、そのコ イの目的は、ルソーの自然教育の原則に社会批判を関

ースを変えることもできない。 (p.307) 連付けることであった。 Sandfordand Mertonは、 19世

紀に多く読まれた 13が、実践的教育にはほとんど貢献

子どもの習慣は、彼らの両親の習慣の影響を受けな しなかった。読者は、富は教育に何ら貢献しないこと、

い。なぜなら、習慣は現在において形成されるので、 賛沢は人間の本性の敵だということを知らされた。そ

過去、とりわけ両親の履歴とは関係がないからである。 れは、 トミー・マ一トンの物語である。マートンは、
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ジャマイカのプランテーションを所有する金持ちのオ

ーナーの、甘やかされたわんぱく息子だった。マ一ト

ンは教育のためにイギリスに送られた。ここで彼は、

ハリー・サンドフォードに出会う。サンドフォードは

貧しい農民の息子で、自然で純真な徳を持っていて、

道徳的に善になるために人為的な学校(学校教育)を

必要とはしなかった。教師ノ〈ーロウ尊師によって少年

たちが教えられたように、人生において本当に重要な

最低限のことを教えられるのであれば、田舎での自然

な生活は、自分自身と調和して生きることができるた

めに必要なことのすべてである。

トム・ソーヤーやオリヴァ・トウィストのような

後の典型的な児童文学の登場人物は、ルソー主義者の

人為的な道徳の反対にあると、その著者たちによって

見なされていた。ルソー主義者は子どもが経験し感じ

ていることをまさに理解しなかった。 トマス・デイは、

自然教育を受ける一人ではなく二人の息子を持つこと

によって、ノレソーのEmileにおける根本的な状態を簡

単に二重化した。デイは、ルソーのモデルの人為性を

全く変えなかった。この意味で、「子ども中心Jとい

うお決まりのフレーズは、明らかにアンピヴァレント

なものに思われた。なぜなら、それは子どもの活動に

焦点を合わせることを試みる一方で、同時に、家庭教

師を理解することで、まさにそれらの活動を操作する

ことに焦点を合わせたからである。

多くの歴史的な説明において、ルソー、ベスタロツ

チ、フレーベルは進歩主義教育を基礎付けた人物とし

て持ち上げられている。ルソーからフレーベルへ、そ

れはEmileから幼稚園へ、であり、そこにはおそらく

「いきいきした子どもJという近代的見解を支持する、

一連のテーマや概念がある。ペスタロッチはルソーか

ら、プレーベルはペスタロッチからこの方向性を受け

継いだと言われており、進歩主義教育はこれら三人に

よって方向付けられたと言われる。しかしながら、関

連する著作が読まれたとは推測されるが、時代に即し

てそれを証明することはできない。ルソーの著作は進

歩主義教育にとって主要な読書対象ではなかったし、

1900年当時は、ペスタロッチは実際に研究されたと

いうよりも、単に名前を上げられたに過ぎなかった。

今日的な見方からすれば、理論的な概念はお互いに一

致していないし、それらは「いきいきした子どもJに

ほとんど方向付けられていなかった。

ルソーのEmileを見てみると、そのことがわかる。

Emileに結び付く自然教育の理論は、感覚主義の心理

学または哲学に負っている。感覚主義の基本的な原則

は以下のとおりである。感覚器官を通さないものは何

ものも精神の中に入ってこない。人は以前に文字通り
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っかんだ、あるいは触れたもののみを、精神で「っか

むJ。一これは今日なお一般的である単純な定式である。

しかしこのことはまた、教育が強い制御幻想、と結び付

きうることを意味している。もしすべての学習が、精

神構造が形成される前に感覚を通して行われるものだ

とすれば、教育は精神の建築家と呼ばれうるだろう。

なぜなら、教育は情報をほとんど完全にコントロール

するからである。

このことはまさにルソーがEmileで描こうとしたこ

とである。すなわち、理性を事物による感覚学習によ

って形成することである。子どもは潜在的可能性を持

たない。言い換えると、精神は、最初は真っ白な状態、

つまり一種のタブラ・ラサであり、中に入ってくるも

のを処理する際に、自分自身のフィルターを通すこと

なく、そのまま吸収する。こうした理由で、エミール

は人為的な人物であり、現代の読者にとって何かロボ

ットのように見えるのは不思議なことではない。ルソ

ーの同時代人は、もちろん、異なった読み方をした。

彼らはそこで描かれた教育の可能性の称賛に満たされ

たか、または、ノレソーが自分自身を伝統的教育から遠

く距離をおいて捉える大胆さに憤慨するか、だ、った。

Emileには、生きるための感覚主義的方法と厳格な

/レールとが混在している。ルソーはあらゆる賛沢は人

間に害を与えると確信していた。もっぱらこの理由か

ら、ルソーはパリでは風変わりな人間だと思われてい

たが、彼が多くの読者を引き付けたのは、まさにこう

した混在なのである。彼らは「自然教育Jを生活のた

めの準備と捉えた。その生活とは、社交生活の宮廷ぶ

った形式などなく、不節制も類廃もなく、結局のとこ

ろまったく無意味でしかない絶え間ない娯楽によって

確実に気が散らされることもない生活のことである。

ルソーは、賛沢を擁護し、自然生活を再び野蛮に立ち

戻るものと見なしたヴォルテールを、敵だと見なした。

ヴォルテールは、 1755年8月30日付の/レソーに宛

てた手紙 (Voltaire，1978)のなかで、彼はこの「自然

な態度 (allurenaturelle) Jを、彼よりももっと価値が

ある人々のために残しておくつもりだと述べている。

彼自身はイロコイ族と住むためにカナダに出かけるこ

とはできなかっただろう。なぜなら、彼がかかってい

る病気はヨーロッパでしか治療できなかったからであ

る。ミズーリ族には医者はいなかった。それに加えて、

ヴォルテールは、カナダのインディアンはおそらくヨ

ーロッパ人と同じくらい悪く(有害な)、自然生活を

送ることはほとんど期待できないと書いた。いずれに

せよ、粗野な人々の聞で孤立して平和な生活を送るの

に、彼自身適していなかった。ルソーもそうだったと

付け加えねばならないだろう。ヴォルテールは、その



時60歳を越えていた。若い世代に向けて書いたのは

彼ではなくノレソーだった。若い世代は彼の考えにわく

わくした。

しかしこのことは、結果として、いきいきした子ど

もを教育理論にとりこむルソーからペスタロッチ、フ

レーベルへのラインを代々なぞることができることを

意味していなし、。もし私たちが「教育理論」を、様々

な文化における様々なレベノレの多様な教育問題につい

ての社会的省察だと理解するなら、この三人の論者の

全体だけで決定的であったなどとはなりえない。この

考えはまた、教育の文献だけがし、きいきした子どもと

いう見解に影響を与えたという誤解を招きやすい。17

世紀の芸術の例は、いきいきした子どもという見解が

ルソーの時代よりも古くからあること、そしてそれら

は 1762年における Emileの出現の前兆であったこと

を示している。

オランダの画家、フランス ・ハルスは 1620年に、

The II1fal11 Calf附 il/aHaoft wげhher Nurseを描いている

(Bedaux &Ekkart，200 1 ，p.15) 14。この絵は楽しさに満ち、

遊んでいるような様子を示している。Y;iJい女の子は、

華美に装い着飾っているけれども大人のミニチュアの

ようではなし、。何よりここに械かれている教育的関係

は宗教的な含蓄を含んでいない。この子どもは神聖な

J 
聞も

Frans Hals. The Infant CatharinG Hooft川 Ihher N川 e.c‘ 
1619-20. Oil on canvas; 86 x 65 CITI. Staaliche Mussen zu 

Berlin， Gennany 
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子どもではない。むしろいたずら好きそうな微笑みを

たたえ、かすかな好奇心を持ち、機敏な顔つきをした

子どもであり、神聖な聖堂のために用意されたもので

はない。乳母が子どもに向けて見せる配慮には脅すよ

うな雰囲気はなく、社会的階級からの要求以外の教育

的要求もない。乳母は子どもと遊んでいるので・あって、

教育しているのではない。少なくともこれが、瞬間の

印象でこの絵が伝えようとしていることである。

1625年、ベーター ・ノミウノレ ・ノレーベンスは、家族

と離れて子どもがひとりでいる肖像画、 Il1fanlWilh A 

Birdを描いた (Bedaux&Ekkart，200 1 ，p.123) IS (次頁)。

この絵は大変子どもらしい瞬間をいきいきと描いてい

る。具体的に言えば、喜び、驚きそして時間を超越し

ているかのような興奮が入り交じっている。ひもの上

の鳥は今にも飛んで行きそうに見える。 しかし烏の足

はひもに結ぼれている。子どもは自分のカの範囲内で

鳥を持ち、ともかく自分がしたいように遊ぶ。飼い慣

らされたオウゴンヒワはおなじみのおもちゃだったの

で、飛ぶ鳥のメタファーはまったく現実的に受け止め

られた (p.124)。ノレ一ペンスはもともと天使を描きた

かったが、この絵の中で見るのは、鳥を自由にさせる

瞬間に全く夢中になっているように見える子どもであ

る。天使には性別がなし、。この点では、ルーへンスは

彼のもともとの意図を保っている。この絵は、子ども

が男の子か女の子かは示さないままになっている。私

たちは一人の子どもを見る。 しかしその子どもはキリ

ス ト教の意味での「神塑な子ども」ではない。

しかしながら、この時代の教えを考慮するなら、こ

の絵のなかにシンボルを見つけることができる。天使

の手の中のオウゴンヒワは、キリストへと帰る人間の

魂の完全な、ンンボルと見なすことができる (Bedaux& 

Ek1叩rt，2001， p.124) 160 さらに、サンゴで作られた子ど

ものネックレスは教育的に解釈されうる。古代からサ

ンゴはお守りの力を持っていると言われてきた。サン

コのネックレスは子どもを危険から守ると言われてい

る。同時に、サンゴはまた、象徴的な役割を持ってい

る。サンゴは改良や改善の象徴であり、それゆえ教育

の成功を予感させるからである (p.124)。 しかしこの

絵が訴えていることで段も印象的なのは、最大の集中

をして、遊びの対象以外の何ものにも注意を払わず、

ほとんど息を凝らしている子どもの印象である。これ

は、「その」子どもがおそらくルソーによって発明さ

れるよりも 100年以上前の、全くの子どもである。

1654年のヨハネス ・フェノレスプロンクの絵は、こ

の印象をさらに強く訴えている。BoySleeping in a 

High Chair (B吋aux&EkkaI1，2001， p.227) 17 (9頁)の中

で、子どもは食べながら眠っている。彼は、その状況



Peter Paul Rubens. lnfant with a Bird. c.1624-1625. Oil on panel. Gemaldegalerie， Berlin， Germany 

がどうして生じたのかわからない哀れなネコに見つめ

られている。男の子の右手にはスプーンがあるが、そ

れは今にも手から離れそうに見える。おそらくその子

どもはうたた寝をし、深い自民りに落ちようとしている。

いくらか傾いているように見えるが、その子どもはパ

-8一

ランスをとって、前に倒れないようにしている。この

子どもはまさに男の子であって性別のない子どもでは

ない。なぜならリネンで作られた長方形のえりは、

1740年代のオラン夕、では男性の装いであって、女性

や女の子は決して身に付けなかったからである。ここ



Johannes Cornelisz Verspronck， Boy Sleeping in a High Chair， 1654， oil on panel， private collection 

には宗教的なシンボノレは見られなし、。この男の子は、

茶色縞のシルク帽の下に白のアンダーキャップをかぶ

り、横を蝶結びで結んでいる。これは神聖さを暗示す

るものではない。子どもの描写を単に支えるものにす

ぎなし、。

いきいきした子どもについての見解は、美術だけで

なく、新しく起こった児童文学のジャンルも方向付け

た。19世紀において、若い読者を対象とした文学は、

子どもが主人公として官険をくぐり抜け、いきいきと

活動するような体験ストーリーの中で発展した。彼ら

は善意の家庭教師に依存せず、幼稚園にも行かず、し

ばしば学校にも行かない。文学の中の想像上の子ども

9 

は、支配的な教育理論とは無関係である。これらの本

は、大人の教育者や教師の想像力ではなく 、子どもや

思春期の青年たちの想像力を形成するために書かれた

のである (McGravan，1999)。

イギリスの作家でキリスト教社会主義者であるチャ

ールズ ・キングズリ 18の例を見てみよう。彼は成功し

た子ども向けの本、 The陥lter-Babies: A Fairy Tale for 

a臼 nd-Baby(1862) 19の著者である。キングズリは、

その本を最も幼いわが子のために書いた。これはロマ

ンチックな物語である。若い煙突掃除人の トムは、あ

る日屋根から煙突を通って降りて、清潔できれい好き

な少女エリーの家に入った。鏡を見て、 トムは初めて、



汚れて真っ黒になった自分の体に気づいた。 トムは急

いで逃げて近く の川に飛び込んだ。ここで彼は、不思

議な水中の世界を発見し、大地の子どもから水の子ど

もへと変貌する。

この物語は、変化をもたらす一種のオーノレタナティ

ヴな世界としての水中の世界の可能性を示している。

“He looked up at the broad yellow moon and thought that 

she looked at him."ワJessieWillcox Smith. One of twelve 

color plates by Smith for Kingsley's The '"匂ter-Babiesin 
the illustrated 1916 edition published by Dodd， Mead & 

Company， New York 

水中の世界には不愉快なことなど何もない。そこには

風変わりな人物がいっぱいいる。イギリスの子どもが

忘れられない、舌がもつれるような名前を持った人物

たちである。

• Mrs.Doasyouwouldbedoneby 

• and Mrs.Bedonebyasyoudid 

数年後、 Alice'sAdνentures in '"伽 derland20の中で、

ルイス ・キャロルが、オーノレタナティヴな世界を示す

同じ様な物語を書いている。T.H.ホワイトも、魔術師

マーリンによる若きアーサー王の教育について、物語

The Sword in the Stone (1936)において同じことを害い

ている。マーリンは未来から過去へと人生を生き、実

際の時間に逆行している。これは子どもたちがしばし

ば不思議に思う疑問である。このような子ども向けの

本は、ジャンルは分かれているが、常にロマン主義的

な意味を内包している。これらの物語は常に旅か、ま

たは知られている経験とは異なる新しい世界へと導き

入れる何らかの種類の発見についてのものである。最

新のものとしては、C.Sノレウィスによる TheChronic/es 

ofNarnia 21がこれに属する。また5巻本のHarryPotter 

もそうである。

19世紀には、パラダイスのメタファーと結び付け

られ、子ども時代を保護されるものとする、特定の子

どもの絵を一般化することは、教育の文献の中でも普

通のことになった。例えば、 Paradise of Childhood 

(Wiebe， 1896)は、 1896年にイギリスに幼稚園教育学

を導入した本の題名であり、フレーベノレの伝記を含ん
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でいる。この本は子どもへの心情的な見方を示す良い

例である。フリードリッヒおよびルィス ・フレーベル

は、幼稚園文化を基礎付けた理想的な夫婦としていき

いきと描かれており、幼稚園発祥の地は、イギリスの

読者にとってロマンチックなチューリンゲンの森とし

て紹介されている。

いきいきした子ども像の成り立ちを研究するために

は、教育の文献に加え、大衆的な出版物ー 19世紀の

大衆誌や「家庭の友J も取り上げなければならない

だろう。ここでは理論ではなくイメージが役割を果た

している。一般化された「子ども」の絵は、マス ・コ

ミュニケーションの一部になった。このことは、 ドイ

ツの出版史において最も有名な定期刊行物である Die

Gartenl仰 be22 (ドイツの家族雑誌) (前頁)を見れば

明らかである。挿絵の入った絵と本文との組み合わせ

は、ロマンチックなモチーフを使っているが、それは

同時に家族の親しい感情の大衆的な表現を示している。

ここでは子どもは家族の文脈の中でのみ守られ、いき

いきしている。

明確に子どもや思春期の青年を対象にして書かれた

雑誌を調べると、さらなる根拠を見つけることができ

る。これらの定期刊行物は、 19世紀には広く流通し、

多くの読者層を楽しませた。私は例としていくつかの

アメリカの子ども向け雑誌を取り上げ、雑誌の表紙に

舎かれたイラストの中に明示された、いきいきした子

どもへの変移を示すことにする 23。それらの雑誌の表

紙は子どもに対する一般的な見方を表している。1820

年から 1880年の問、いきいきした子どもの描写に向

かった漸進的な発展が見られる。そこではいきいきし

た子どもはもはや小さな大人として見られるのではな

く、いかなる教育的オーラも伴わずに現れうる。ここ

では子どもは、ロマン主義の時代のように、哀愁を帯

びて見られるのではなく、様式においてのみロマン主

義が呼び戻される刺激的な学習環境のなかに置かれる。

1827年5月、ボストンの TheJuvenile Miscellanyの

雑誌の表紙は 24、家庭的な設定の中に二人の子どもを

描いている。女の子は声を出して本を読み、男の子は

注意深く聞いている。二人の子どもは、本や会話の中

にある大人の教育的世界に喜びを感じているように見

える。イラストの上に、今月号の記事がアナウンスさ

れている。

“*****キ** exert a prud巴ntcare， 
To feed the youthful mind with proper fare; 

And wisely store th巴memory，by degrees， 

With wholesome learning， yet acquir'd with ease." 

1836年6月にニューヨークとボストンで出版された、

Parley's Magazine 25の表紙には、両性の子どもたちが

大人の男性によって本を使って教えられている様子が

示されている。これは戸外の様子である。一人の子ど

もは自分の本を読んでいる。三人の子どもは男性が掲

げた本を見ている。幾人かの子どもは自分のおもちゃ

を持っている。これは、いわゆる街頭教授 Onstruction

011 the street)のようである。大人は何か本の内容を説

明している。典型的な学校用具はない。男性は散歩用

の杖を小脇にはさんでいる。彼は鞭を持っていないの

で恐れられていないように見える。同じことが子ども

にも言える。戸外での教授が行われているが、彼らは

当時のニューヨークの捕写に登場するストリート ・キ

ッズではない。

1843年 11月のボストンBoys'and Girls' Magazineの

表紙は 26、女の子と男の子の教育領域が分かれている

ことを示している。左側の男の子は野球のバットを持

って練習をしている。右側の女の子は本を読み、人形

を抱えている。この二つの領域は花で飾られた縁取り
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Th巴 1865Brooklyn Atlantics (Library of Congress) 

でつながれているが、このことは二つの性はお互いに

関連しているが、育ち方は異なっていることを示して

いる。女の子は座っているが、男の子は立っている。

女の子は回線を落としているが、男の子は目を大きく

開けている。女の子は遠慮深く見えるが、男の子は挑

戦的に見える。しかし両方とも子どもらしい雰囲気に

包まれている。ところで、野球ゲームの最初の公式ル

ールは、 1845年に作られた。 しかしゲーム自体は 19

世紀の初めから行われている一男の子によってのみ。

1865年のNABBP選手権のチャンピオンたちの写真が

示すように。

1844年2月のボストンRobertMerry's Museum 27の表

紙は、ロマンチックな読書シーンを表している。ルソ

ー主義者のような監督者が後ろに立っているが、彼は

また子どもたちの父親かもしれない。男の子と女の子

のどちらが声を出して読んでいるのかはわからない。

男の子は座っている。女の子は脆いている。おそらく

女の子が男の子に何かを説明している。しかしこれは

まだ学校の状況ではない。子どもたちは監督されてい

るが、牧歌的な風景のなかに座っている。学習は自然

であり、両性の関係、も自然である。葉や枝で取り固ま

れた植物の縁取りは、ここでは教育的関係を表してい

る。大人の方は、家長を表している。

ηノ
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1851年 11月にニューヨークで出版されたフランシス ・

ワーズワース 28の Woodworth包Youth包Cabinet29の表紙

(前頁)は、家庭での教育シーンを示している。家族

全員が学習している。父親ははさみを磁石からつるし

て磁力を説明している。父親の後ろで、母親は注意深

く聞いている。年長の息子は大きな地球儀によりかか

っており、彼は明らかにすでに学生である。他の子ど

もたちは父親の講義を聞いている。一人の男の子は本

から目を離し見上げている。女の子は脆いて父親を見

つめている。小さな男の子は何か質問をしているよう

に見える。このシーンもまた、花飾りによる囲いによ

って示されている。ところで、 Woodworth注 均uth's

Cabinetは、進歩主義教育を暗示する次のようなモッ

トーを掲げている。「楽しさは私たちの方法一教授は

私たちの目的。J30 

1851年 12月の Forrester'sBoys'& Girls' Magazine 31の

表紙(前頁)は、男の子と女の子の二つの教育領域を、

母親が教師として現れる教育家庭物語と結び付けてい

る。1853年4月の TheChild's Friend and Yout的 Magaz.ine32

の表紙もまた、これら二つの領域が教育目的に応じて

結合されうることを示している。男の子たちと女の子

たちが、それぞれの側で遊んでいる。科学や家庭生活

に対する象徴は、明らかに性に割り当てられている。

そして s.G グッドリッチ 33によって出版された

Merry's MuseumとParley'sMαgazmeが合併したときの、

1854年 10月の表紙 34は、家庭での教育のためのカリキ

ュラムの全体を描いていた。 しかし、科学は男の子の

ために準備されている。父親は講義を聞いている。母

親と娘達は芸術的な事柄で忙しくしている。

1869年4月の月刊誌TheSchoolmate 35の表紙は、男

の子と女の子の学習のための家を示している。両者と

も世界に開かれている。男の子と女の子は一緒に本を

読んでいる。TheSchoolmateの初期の号は、ニューヨ

ークで出版されたが、 1853年 l月には 36、家庭ならび

に学校における発見学習の原理を示していた。ここに

はまた両性聞の明らかな区分が見られる(次頁)。

内
、
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1870年 l月の雑誌TheLittle Corporal 37には、背後の

忠実な仲間とともに、祖国を守ろうとする小さな兵士

が描かれている。中央の鷲の絵は、「オーノレド ・エイブ」

である。それは第8ウィスコンシン連隊歩兵中隊の実

際の戦争時のマスコットであり、南北戦争で有名なシ

ンボノレになった 38 同年の 10月、 TheChildren包Hour39 

は、家族の牧歌的なシーンと、同時に母親によって読

まれる読み物の教育的で娯楽的な状況を示した。The

Liule Chiefは、少年少女のためのもう一つの雑誌であ

るが、 1871年2月に 40世界を発見する子どもの集団を

示した。彼らは山に勢いよく向かい、背後の都市を離

れる。ここで私たちは「発見学習」という言葉が現れ

る前に、それが存在していたことに気づく。

これら最後の例は、こうした教育的文化がどのよう

にして広く行き渡ったかについて示すものである。雑

誌TheLitlle Chiefは、インディアナポリスでショート

制園田皿
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リッジとバトンによって出版された。TheChildren 's 

Hourは、フィ ラデルフィアでT.Sアーサーによって

出版されたへそして TheLirtle Corporalは、 シカゴで

アルフレッド・ L'スーエルによって出版されたペ

この種の最初の雑誌は、もっぱらボストンやニューヨ

ークで出版されていた。教育的な定期刊行物の市場は、

19世紀の進展とともに広がっていった。絵はしっか

りと定着した。 1869年にボストンの定期刊行物 OUI

均ungFolks 43は、アンティークな様式で子どもを中央

に描いた挿絵を特集した。王座に小さなプリンセスが

座っているのが見える。これはもはやロマン主義の子

どもではない。このプリンセスのモチーフは、同時期

のドイツの娯楽小説の中にも表れているヘ

19世紀において、アメリカの子どもたちは実際に

はどのように見えただろうか。ここに初期のころの写

真があるべそこには、挑戦的な幼い女の子、また年



若いレディ、考え深そうなポーズを取っている小さな

子ども、写真スタジオの背景によりかかって疲れた様

子でいる子どもが見られる。ロマン主義的な写真は見

つけられないだろう。子どもの経験の中での子ども時

代は、センチメンタルではない。それは今日まで大人

によって作られた性質である。いきいきした子どもが

教育理論に取り込まれたとすれば、それは心理学の単

なる適用ではなく、大人の想像と教育的意図における

複合的変容である。この変化は、大衆的な出版物にお

ける変化として説明することもできる。ーしかし、特

定の理論や特定の教育学者から生じたものとして説明

することはできないのである。
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[訳者解題]

本論文は、ユルゲン・エルカース氏が、 2∞6年3月
16日に、広島大学大学院教育学研究科で行った講演の

本文の日本語訳と、原文(英語)の註である。エノレカー

ス氏は、 1947年生まれ。 1975年ハンブルク大学にて博

士号(哲学)取得。専門は、教育哲学・教育史。現在、

スイスのチューリッヒ大学教授(一般教育学)である。

エルカース氏は、 2∞6年3月から6月まで、学習開発学
講座の客員教授として、広島大学に滞在した。客員教授

として広島大学に滞在中の研究テーマは、「新教育の思

想、と実践の今日的再検討ーベスタロッチとデューイを中

心にしてーjであった。この講演は、彼の客員教授就任

を記念するものであり、エルカース氏自身の最近の研究

テーマ・関心を紹介する趣旨でなされたものである。

本論文で、エルカース氏は、進歩主義教育のスロー

ガンのーっと考えられる「いきいきした子ども (active

child) Jという観念が、例えば 19世紀末から 20世紀

にかけてのデューイの「子ども中心の教育」といった

主張に端を発するかのように思われている教育学の一

般的傾向に異議を唱え、「それは新しいものではないj

と言う。いわゆる「新教育」は、それ自体が主張する

ほど新しいものではない。それが、本論文でエルカー

ス氏が指摘しようとする基本的論点である。

その証拠として、エルカース氏は、まず 18世紀後

半のイギリス啓蒙主義の文献を取り上げる。例えば、

デューイの 100年前に、エッジワースの『実践的教育』

では「発見学習Jや「なすことによって学ぶJといっ

た学習についての見方が提示されているし、イギリス

の詩人アンナ・ラテイシャ・パーボー/レドの著作にお

いては、自分自身で自らの信念を問う「いきいきした

子ども」像が描かれているのである。さらにパーボー

ルドは、教育についての書物で、「教育Jを「経験」と

見なしているというのだ。まさにデューイの先取りで

ある。また、教育理論展開(応用)の事例として、 18

世紀の児童文学を取り上げる。ここでの教育理論とし

てはノレソーが問題となっているが、ルソーが rv、きい
きした子どもJを理論(教育学)化したなどという通

俗醐平を否定し、むしろ、多くの児童文学の中にこそ「い

きいきした子どもjへの現実的なまなざしが存在して

いたことを、エルカース氏は明らかにしようとするの

である。このルソーとの関連で、ルソー、ペスタロッチ、

フレーベルが進歩主義教育を基礎付けたなどという、

これまた教育学の通俗理解が流布していることを取り

上げ、それは深刻な誤りであるとエルカース氏は言う。

講演の後の質疑応答で、この点に関する質問がフロア

から出されたが、その流布は世界的な傾向であり、そ

の原因は教員養成教育にあると、エルカース氏は明言

した。初等・中等学校の教員養成のために、ルソー、

ペスタロッチ、フレーベルを神話化する分かりやすい

通俗説が、どうしても必要だ‘ったというのである。

論文の後半、エルカース氏の研究の視線は、文献で

はなく、絵画などの図像に進められる。エルカース氏

によれば、 17世紀の、オランダのフランス・ハルス

やヨハネス・フェルスプロンク、フランドルのルーペ

ンスの絵画に、「いきいきした子ども」という子ども

理解が見て取れるし、さらに、 19世紀の大衆的な出

版物、雑誌の表紙などの図像にも、教育をめぐる世界

や物語を読み取ることができるのである。

エルカース氏は、従来の教育学でピッグネームとし

て流通しているルソ一、ペスタロッチ、フレーベルな

どに安易に依拠して教育について語ることを止め、む

しろ、これまで省みられずに歴史の中に埋もれている

文学や絵画や雑誌などの、図像を含めたテキストを発

掘する考古学的な問題提起をしていると捉えることが

できるであろう。と同時に、ルソーなどの古典的なテ

キストを、改めて本当の意味で読み直すことも、今、

教育学の領域でなされなければならないと、エノレカー

ス氏は考えている。彼は、広島大学大学院教育学研究

科の学習開発学講座に滞在中、ノレソーについての英語

の本を執筆していた。 ドイツ語を母国語とする自分が、

日本という極東の国で、フランスの思想家ルソーにつ

いて、英語で本を書いていることの不思議さを、楽し

んでいたようである。ルソーは教育学の古典のように

見なされているが、本当にルソーは読まれているのだ

ろうか、と彼は言う。ルソーを引用しているデ、ューイ

でさえも、ルソーを読んでいないのではないか、とエ

ルカース氏は言う。彼の最近の研究テーマ・関心を簡

潔に示した本論文は、そうした挑発的な問題提起も、

われわれに対して行っているのである。

(樋口)
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